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最近，金属硫化物の特徴的な酸性質やその発

現機構について報告がなされている．しかし，

金属硫化物の酸性質については，未だ不明な点

が多い．本研究では，様々な SiO2/Al2O3比を有

する SiO2-Al2O3を担体としたWO3/SiO2-Al2O3

およびWS2/SiO2-Al2O3触媒を調製し，その構造

と酸性質の相関について検討をおこなった． 

WO3/SiO2-Al2O3触媒は，含浸法により調製

し，空気中 773 Kで焼成することにより得た．

得られたWO3/SiO2-Al2O3触媒を 3% H2S/H2流通

下，773 K で硫化し，WS2/SiO2-Al2O3触媒を得

た．触媒の活性は，パルス反応装置，流通型反

応装置によるクメンのクラッキングにより評価

した．触媒の構造解析は XRD，XPSによって行

い，酸性質の評価は，Pyridine吸着 IR，NH3-TPD

により行った． 

XRDと XPSの結果から，担体の SiO2/Al2O3

比によってWO3の担持状態が変化すること，硫

化によって構造とWの電子状態が変化すること

が分かった．触媒の活性は SiO2/Al2O3比に大き

く影響を受け，硫化による大きな活性の低下は

なかった．クメンのクラッキングにおける失活

挙動の違いから，硫化によって酸強度の異なる

新たな酸点の形成が示唆された． 
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